
（７）公共事業継続箇所評価（令和７年度に行った評価）

①　対象

　○公共事業継続箇所評価件数

　○公共事業継続箇所評価の対象

一　災害復旧事業及び災害復旧に関連する事業箇所

二　道路、河川等の施設の維持修繕に係る事業箇所

②　実施時期

③　評価に用いた観点及び判定基準

　 評価結果の判定基準

配点（合計点数）

８０点以上

６０点以上８０点未満

６０点未満

ア　実施状況

 農林水産部所管事業　　　１１件

 建設部所管事業 １１件

合　　　　　計 ２２件

　県が継続して実施している農林水産省生産局及び農村振興局、林野庁、水産庁並びに国土交通省が所管する国庫補助事
業及び総事業費が５億円以上の県単独事業で、実施計画に定める年数を経過した箇所を対象とする。
　また、総事業費の増額が３割以上の事業箇所及び社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により見直しの必要性が生じ
た箇所は、事象が生じた年度に評価する。
　ただし、次の各号のいずれかに該当する事業箇所を除く。

　事業所管課長の評価 令和７年９月

　事業の「必要性」、「緊急性」、「有効性」、「効率性」及び「熟度」の五つの観点から、それぞれの事業特性に応じ
て、評価項目及び配点（１００点満点）を設定した。

ランク（判定内容）

   Ⅰ：優先度がかなり高い

   Ⅱ：優先度が高い

   Ⅲ：優先度が低い
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イ　公共事業継続箇所評価結果の概要及び評価結果の反映状況

①　評価結果の概要

■農林水産部（１１箇所）

No

1 野村 男鹿市

2 太田南部 大仙市

3 明田地野際

4 杉沢柳沢

5 下内川西 大館市

6 鹿野戸沖村 秋田市

7 雪沢 大館市

8 矢坂上野 藤里町

9 田中野田 八峰町

10 砥沢 由利本荘市

11 崩ヶ沢 由利本荘市

■建設部（１１箇所）

No

1 上小阿仁村 Ⅰ

2 五城目町 Ⅰ

3 湯沢市 Ⅰ

4 秋田市 Ⅰ

5 秋田市 Ⅰ

6 秋田市 Ⅰ

7 大館市 Ⅰ

8 横手市 Ⅰ

9 湯沢市 Ⅰ

10 由利本荘市 Ⅰ

11 北秋田市 Ⅰ

②　評価結果の事業への反映状況

農地整備課 経営体育成基盤整備事業

森林環境保全課 地すべり防止事業

道路課

河川砂防課

地方道路交付金事業
（改築）

通常砂防事業

火山砂防事業

通常砂防事業

2,800 84

継続

新城川 河川改修 L=4,700m 13,678 96 継続

継続

水上沢

継続地すべり対策事業 小渕地区 集水井工　N=5基　等

89 Ⅰ 継続

区画整理 A=21.1ha 936 86 Ⅰ 継続

93 Ⅰ 継続

寺田川
砂防えん堤　N=3基
等

1,952 87 継続

継続

687

国道２８５号（富津内） バイパス L=3,300m 5,180

総事業費
（百万円）

館ノ下沢

2,200

砂防えん堤　N=1基
等

200

95

（主）秋田雄和本荘線
（水沢橋）

バイパス L=1,360m 6,181 93

現道拡幅 L=1,500m

滝ノ沢２ほか４渓流 砂防えん堤　N=7基 1,196

84

区画整理 A=41.3ha

地すべり防止工 A=79.3ha 6,089

地すべり防止工 A=11.35ha

区画整理 A=12.2ha 426

区画整理 A=14.1ha

県の
総合評価

課名 事業名 工区名

90

区画整理 A=10.8ha 370 82

Ⅰ

事業箇所 事業内容
総事業費
（百万円）

評価点
判定
ランク

区画整理 A=45.4ha 1,512

継続

区画整理 A=67.2ha

Ⅰ

美郷町 区画整理 A=113.0ha 3,240 83

大仙市 3,257

84

Ⅰ

Ⅰ 継続

継続

継続

継続91

1,241

区画整理 A=347.3ha 8,260 81 Ⅰ 継続

Ⅰ

91 Ⅰ 継続

91

砂防えん堤　N=1基 340 80

564

Ⅰ 継続

広域河川改修事業

国道２８５号（沖田面）

評価点

94

91

継続

845,637

87 継続

事業名 工区名 事業箇所 事業内容

（主）秋田八郎潟線（山
内）

バイパス L=3,880m

　翌年度の事業の継続、事業内容の見直し、中止等の判断に反映（個別箇所への反映状況は、各公共事業継続箇所評価調書に記
載）

継続

継続

判定
ランク

県の
総合評価

継続

国道３９８号（稲庭） バイパス L=4,530m 5,200

課名
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